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工事仕様 書

I. 工事概要

I.工事名称 能登町立しらさぎ保育所大規模修繕工事

（電気設備）

2. 工事場所 能登町地内

3. 完成期日平成 年 月 日

4.建物概要

建物名称

保育所

構造

造

階数

1階建（地階階．塔屋

延面積（ゴ） I消防令別表第→備 考

） 

II.工事仕様

I. 一 般仕椋

1) 新築工事において図面及び本工事仕様書に記載されていない事項は、 すぺて国土交通省大臣官房官庁営搭部監修の

「公共建築工事標準仕様書（霜気設備工事編） （平成 16年版）」 （以下` 「標準仕様書」という。）及び「公共

建築設備工事標準図（霞気設備工事編） （平成 16年版）」 （以下、 「標準図Jという。）による．

改修工事において囮面及び本工事仕様書に記載されていない事項は、すべて国士交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「公共建築改修工事標準仕様書（霊気設備工事編） （平成 16年版）」 （以下、 「改修標準仕様書」という。）及び

標涅図による。ただし 、改修標準仕様書に記載されていない事項は標準仕様書による。

2) 耐震投計・施工については建設省住宅局建築指導課監伯の「建築設備耐震設計・施工指針（1997年版）」による．

3) 機械投備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機机骰備工事及び建築工事はそれぞれの標準仕様書・改修工事

標準仕様書を適用する。

2.特記仕様

1) 章、 項目は●印の付いたものを適用する．

2) 特記事項のうち選択する項 目は • 印に 0 の 付いたものを適用する。

章 I 項 特 項

●電気保安技術荀工事現場におく竜気保安技術者は標準仕様書の規定するものをおかなければならない。

5. 別契約の関連工事

・建築工事 ・電気設備工事

．冷房設備工事 ・電話設備工事

・屋外付帯工事 ・植栽工事

・給排水衛生設備工事

・合併処理設備工事

．厨房機器設備工事

6. 工 事種 目 （●印を付けたものを適用する）

・空気調和骰備工事

・浄化槽投備工事

・自家発電骰備工事

．暖房設備工事

．昇降機設備工事

I＼建物別及び屋外 工 事 種 別

工 事 種 別＼ 保育所 屋 外

●電灯設備 ←式う ー式 ー式 ー式 ー式 ←云

●動力設備 ←式う ー式 ー式 ー式 ー式 F命
〇雷保護設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇受変電設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇静止形電源設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

0 自家発竜設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇奄話設備 ー式 ～ー式 ー式 ー式 ー式

〇電気時計骰備 ー式 ー式 ー式、 ー式 ー式

〇表示設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

0 インターホン設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇テレピ共同受信設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇火災報知設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇防犯設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇構内情報通信網設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇中央監視制御設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇監視カメラ設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇映像・音響設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇拡声設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇誘導支援設備 、一式 ー式 ー式 ー式 ー式

〇構内配電線路 ー式

〇構内通信線路 ー式

〇テレピ電波障害防除設備 ー式

〇駐車場管制設備 ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

7. 指定部分 ・無 ・有（指定期日：平成 年 月 日） 対象部分（

8. 工事内容

1.既設引込盤 LM-0、LM-1を撤去し LM-0を新設する。

2．撤去による幹線廻り、ハンドホールの撤去改修を行う。

3. 電灯盤 L-1、 L-2を撤去し L-1、 L-2を新設する。それに伴 う幹線の撤去、改修を行う。

目

● I ●電気工事士 I 500k胃以上の自家用電気工作物においては第一種電気工事士により施工を行う 。

●機材等 I I)本工事に使用する投偏機材等は、設計図書に規定するもの、又は、これらと同等のもの ＆す

る。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける 。

2) 「国等による衷境物品等の調達の推進等に関する法律」 （グリ ーン贈入法）に規定される特

定調達品は下記による。

「公共工事」の品目

照明制御システ ム ・ 変圧器

照明制御装置は、社団法人日本照明器具工業会技術資料130「照明制御装置による消費竜ト

削減効果の評価手法Jによる総合エネルギー率33％以上であることを確認する。

変圧器はグリーン購入法の判断基準、配慮事項を満たすことを確諮する。

3) 化学物質を発散する建築材料等

本工事の建物内部で使用する建擬材料等は、投計図書に規定する所要の品質及び性能を有す

るものとし、次のとおりとする．

般
｀

共

通

事

項 I●中間検査

記 事

①JIS及びJASのF＊＊＊＊規格品

②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

a.非ホルムアルデヒド系接笞剤使用

b. 接着剤等不使用

c. 非ホルムアルデヒド系接苔剤及びホルムアルデヒドを発散しない材料使用

d.ホルムアルデヒドを発散しない塗料等を使用

e. 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを発散しない塗料使用

f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用

●機材の品質 11) 設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行

・性能証明 する資料等の写しを監督員に提tllして承諾を受ける。

なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

2) 本工事で使用する設備機材等は、指定表に規定するもの、又は、これらと同等のものと］る。

なお、 「評価名簿による」と特詑されたものについては、 「建築材料 ・設備機材等品質 能

評価事業 設備機材等評価名簿 （平成16年版）」によるほか、これら と同等のものとす

3) 石川県建設工事標涅請負契約約嘉i（以下［請負契約約款」という。）第6条の2第4項により、

調達する 工事材料は石川県産と するよ うに努めることについて、別に定める県内産使用|料

計画書を監督員に提出する。

4) 主要機材は、発注前に「使用予定機材一覧表」を提出して監督職員の確認をうける。

5) 請負契約約款第13条第2項に定める監督員の検査を受けて使用すべき工事材料は次のものIと

する。

受変電機器 ・ 自家発電哉置 ・照明器具類 ・ 配竜盤類 ・ 避雷h
通信機器 構内交換棋器 ・接地材料

●建設業退職金」請負業者は、建設業退職金共済制度に加入し、その掛金収納書の写しを建設請負契約締結後↓1ヶ

共済制度に加 月以内及び工事完成時に｀監督員に提出する。ただし、請負金額100万円未満の工事につい は

掛金収納書の提出を省略することができるものとする。

●工事の実績 IC)行う （但 し、 工事請負金額2,500万以上のもとする）

情報の登録

章 項 目 特 記 事 項

． 

●監督職員事務所 〇 設けない ・設ける[ .1号 • 2号 • 3号 • 4号 • 5号］

(!Onl程度） （20nl程度） （35nl程度） （60nl程度） （IOOnl程）

，監督職員事務所に設ける備品等

・保護帽 •安全帯 • 長靴 ・合羽 ．机 ．椅子 ・憾中電ト

・書棚 •黒板 ・寒暖計

般

共

通

項

●公共事業労務i1）本工事が公共事業労務費謁査の対象工事となった場合当該請負者は、

調査に対する 調査票等に必要事項を正確に記入し発注者に提出する等、必要な協力を行わなければな

協力 らない。又、工事経過後においても 、同様とする。

●部分払いの対 請負契約約款第37条第 1項に定める部分払いの対象とする工事材料は次のものとする。

象工事材料 ・配管、配線 ・機器 ・盤

※ 加工さ れた材料で、機器が図示通り取り付けられたもの。

●保険

●下請負業者 I下請負業者の決定については工事着手前に下請負人通知書を提出して、監督員の承諾をうけ Iる。

●工事報告書 I工事の進捗度表、作業員の出面報告、工事箇所図及び工事現況写真等を記載した工事報告書 Iを

毎月 15日及び月末ごとに提出する．

●施工計画書 I工事の若工に先立ち、工事の総合的な計画をま とめた総合施工計画書を作成 し、監督員の承巨
を受ける。

●工事写真等 I I) 工事写真の撮影は、建設大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮 り方 （改訂第二版）」 1tょ

の記録

●施工調査

請負契約約款第49条に定める火災保険等は次のものとする。

〇火災保険 ・建設工事保険 ・ 組立保険

※火災保険の契約期間は、完成期日＋14日とする。

る。

2) 請負契約約款第 14条第 3項に定める工事写真は次のものとする。

地中埋設配管部 ・根器の基礎及びアンカーボルト埋設部 塗装工程

接地極埋設部 ・ 天井、トレンチ内の隠べい箇所 ・躯体内隠ぺし卜部

3) 区分による規格、枚数、部数は次による 。

4□三□言言已：
建築写真擬影業者の擬影した写真とする。〇・建築写真撮影業者以外の写真でもよヽ

5) 写真はA4版スクラッププック又は市販アルバムに順序よく貼付け、説明事項を記入し 提

::ご；；；又は監督員の指示により 、手直しを命 じられた工事は、手直し前、中、後が」

きる写真を擾影 し、報告書に添え提出する。

●官公署への手，工事に必要な官公署などへの手続は請負者が遅滞なく行う。

事 I 関係法令等に基づく官公署その他の関係機関の検査においては、その検査に必要な資機材及位

労務等を提供し、これに直接要する費用を負担する。

●経費の負担 Iこの工事に必要な一切の仮設費及び諸経費等は、設計図書に明記のある場合の外は、請負者や

負担とする。

●工事用電力• この工事に必要な工事用霊力、水及び諸手続な どの費用は、すべて請負者の負担とする。

その他 i 構内既存の施設を • 利用できる 〇 •利用で き ない
改修部分は、施工調査を行う。

●敷地状況の確畷工事の着工に先立ち地下に埋設された配管、ケー プル等の有無を関係機関の協力を得て確認Iし

報告すると共に、事故を未然に防ぐよう留意すること。

●公衆災害防止呵建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）及び建設副産物適性処理推進要項を遵守して侶

害の防止に努める こと 。

霞` ＇

中間検査の実施 ・有 （ 

実施時期 ・天井下地完了時

回） O・ 無

｀ 
喧）罷子建節耶匿荊

石川bua至郎能都 9f字宇11111,新J字 176各地 2

ー級建築土事務所 石川県知事登録13118号

ー級建築士 大臣登録232225号三宅隆太郎

TEL 0766-62-06】6 FAX 0768-62-l 952 

傭巧• 設計書9} 霞計年1ln 1工事名専

年成 18年 3月 I 能登町立しらさぎ保育所大規模修繕工事

＂当 1製閃 範尺 I•●名専

工事仕様芦（霞気設備） 1 
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章 I 項 目 特 記 事 項 章 I 項 目 特 記 事 項 章 I 項 目 特 記 事 項

●工事用仮設物 構内につくることが ・ できる

（すべて請負者の負担とする）

●足場、さん橋類

．
 

O・ できない ●名札の義務

●発生材の処理 引渡しを要するものは指定された場所に整理のうえ、調書を活えて監督員に引き渡す。

般 1 1 ．なし •あり（ • 金属類 ・盤類 ・電線、ケープル • | |)般
特別管理産業廃棄物

なし • あり( • PCB使用機器 • SF6ガス使用機器

産業廃棄物•特別管理産業廃棄物の処理については関係法令に従い処理し、マニフェスト

E表の写しを監督貝に提出する。

再生資源化を図るもの

共

事

●残土処理

別契約の関係請負者の定置する足湯、さん橋の類は無償で使用できる。

本工事で投置とする。 （改修標準仕様書第1編2.I. 2による）

枠組本足場（手すり先行足場）

「手すり先行工法に関するガイドラインJ （厚生労働省平成15年4月策定）により、

「手すり先行工法による足場の組立て等の基準Jによる働きやすい安心感のある足

;、る：：：：； ；二：：： ：： ：ー：： ：：：； ；： ： ： ： ：；； ： ： 丑

枠組本足場

場内敷均し 場内指示場所に堆積 場外搬出適切処理

●埋め戻し土 I C)根切り土の中の良質土（ただし管の問囲は山砂） • 山砂

なし • あり（ ． 蛍光ランプ

●呼び線 I C)長さ lm以上の入線しない管路にはI.2mm以上のピニル被覆(EM)電線を挿入する。

●フラッシュ I特記のあるもの及び特殊なものを除き ・ 樹脂製 ・金属製 (SUS) •金属製（新恒属）

プレート

通 I
●再使用機器 1 取外した再使用機器は 、 清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取り付ける。ただし、絶縁劣化等使 ~,I 通

iliilえない場合は、監督職員に報告する。

●フロアプレー］ ・ 砲金製

フロアカバー ・水平高低調整式（空転防止リング付）

●コンセント 1コンセント 2P15A（接地極付）は、プラグ不要とする。

●保温・結露防止 I 建築工事にて FP板（スタイロホーム等）打込みの箇所に取付ける位置ボックス等は保温、ド

防止措置を行う。

．
 

共

事

●耐震施工

諸負額1,000万円以上の工事における現場代理人及び主任（監理）技術者は名札を常時着用すI● |1.電気方式 I幹線 〇単相 3線式 200 /lOOV ・ 直流 2線式 lOOV 

ること。

（注意事項）

.―-
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2•凸 42•口＂

及び同解説」 （平成 8年版）による。

2) 投計用水平地震力

機器の重量 (kgf)に、設計用標準水平震度をJlじたものとする。

設計用標準水平震度（数値は、防振支持の機器及び水槽類に適用する）

耐震安全性の分類

骰置場所 特定施設

甲類（重要機器、一般機器） 乙類（重要機器、一般機器）

上層階、

屋上及び塔屋
2. 0 1. 5 

中間階 1. 5 1 0 

一階及び地下階 1. 0 1. 0 

電

●電線本数・管路 I 分電盤、制御盤、端子盤などの二次側以降の配線において、配線経路、霊線サイズ、電線

数、管路サイズなどは機能を優先し、図示表示ど多少相違しても差し支えない。また、機

室の床配線は、金属管にて施工し、全長にわたって接地線を設ける。

灯 13. 非常照明器具

4. 配線器具

設

2. イ^テンショ97り卜v,

分岐 〇単相 2線式 IOOV 

〇 単相 2線式 200V 

直流 2線式 IOOV 

外部固定形 ・内部固定形 ・回転形又は上下動形

電池内蔵形 ・電源別置形

タンプラスイッチは連用形（大角形）とする。

壁付コンセント (2Pl5A) は原則として連用形（大角形）とする。ただし、 2口の場合は複試を

使用してよい。

①名札として使用する用紙（台紙）は白色、寸法は名刺サイズ（縦5.5cm、横9.1cm）とすr-1-15・ 非常照明装恒 1標準仕様書第 2編表 2.1 8. 2により照度を計算する。測定箇所については監督員の指示はよ

②顔写真（カチ）の寸法は縦4.0cm X横3.0cm、また撮影する部分は胸から上の上半身とす 。 備 の照度測定 る。

③ケースの寸法は用紙が入る大きさとする。尚、市販されているのは、縦7.3cm X横10.2cmが

• 11．電気方式 幹線 〇三相 3線式 C)・ 200Vl) 次に示す事項を除き、すべて建設大臣官房官庁営絡部監修の「官庁施設の総合耐震計碑基~· I 1. IUU,it I分岐 〇三相 3線式 C). 2OOV 

（注）上層階の定義は次による。

2 ~ 6階建以下の場合は最上階 7 ~ 9階建の場合は上層 2階、
JO~12階建の場合は上層 3階、 I3階建以上の場合は上層 4階

3) 設備機器の固定方法及び計算は、建設省住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計」施

工指針」 (1997年版）による。

4) 設計用垂直地震力は、設計用水平地震力の 1/2とし水平地震力と同時に働くものとする

5) 100kg以下の軽微な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考~ l

据付け又は取付けを行うものとするが、前記桁針の方法によらなくてもよい。

動 I2. 機器へ接続 I本工事制御盤より別途電動機等への配線の接続は、本工事とする。

力 I3. 電動機の接地I.金属管接地 (7. 5k胃以下）としてもよい。

設

4. 空調設備概要 1・ 温風暖房

各陛系統

備 15．電磁開閉器用 I遠方操作用押釦スイッチは連用形とする。

押釦スイッチ

空瞑（ダクト式）

パッケージ方式

全館ー系統 空調（ダクト、ファンコイル併用）

゜..I I.受雷部 I ・突針 ．棟上げ導体
甲

保
護 |2.避雷導線 I・引下げ導線 ・建築構造体利用

設
備 |3．接地極 I・接地極埋設 ・建築構造体利用

・笠沢製手すり（別途）等

I.電気方式

| 

受゚， 2. 主遮断装置

変 3. 設備容量

電

高圧 ・三相 3線式 6kV 

低圧 ・三相 3線式 200V 

単相 3線式 200 /!DOV 

P F -S形・ CB形

定格遮断電流 kA 

変圧器総容量

高圧鼈動機容黛

設 I4.進相 1・而圧 ・低圧

コンデンサー自動力率制御 ・有

kV A 

k胃

無

項 I●製作図 ・施工叫：：一材の製作図は原則として契約後30日以内に、また施工図は監督員の指示する時期にF1項 1·(::~:::1 下記の：：：管は、塗装を：）：：内（．居室

を含む）の塗装

●完成図等及び 建物配置図及び屋内外配線図、系統図等を作成し、原図及び隣画複写紙（製本 2部）と保全こ

保全に関する する悦明書(,3部）を提出する。完成図については縮小版 3部を提出する。 ●合成樹脂製 合成樹脂製可とう電線管 (PF管）は、一重管とする。

説明書の提出 五：訊王；｀｀巴己部記監：」：：：：：：機器保安業務等の説明［］ 1.：口：：：」：：：：：：：；；：：／管：二：：：：：二：：：：。とする。
なお、別契約建築・設備工事がある場合は、その請負業者との連携の上作成する。 の規約効率

●試験成績表、］各機器の試験成績表、取扱説明書は、それぞれ 2部を工事完成図書とともに一括して提出廿

扱説明書の提 る。

●予備品等の引叫予備品（付属品を含む）は、引渡し目録を添えて工事完成図書とともに提出する。また鍵ド

プラスチック名称板を付けて提出する。

●工事現場の I工事現場には、下記掲示板を設恒する。 （記入例）

表示板

上段の地色は白色

文字は青色

下段の地色は青色

文字は白色

工事名

工期自年月日～至年月

（監修）

設計

監理

施工 建築 （業者名を記入）

竜 気 （業者名を記入）

給排水 （業者名を記入）

空 詞 （業者名を記入）

ml 

m

C

 

C

5

 

-

6

0

0

＿
 

日

1 90cm | 

（ ）内は、監修を委託した場合。

業者名が多くなった場合でも、縦75cm以内とする。

工事名は、各工事とも共通な名称とし、各文字は角ゴシック体とする。

●他工事との

取り合い

●工事監理用図

●工事の

創意工夫等

●咤子納品

？：門：；：（％）し。しよ凶，251:``15。|,]15似。『255

:::門:;:(%)1,2J2。|,3:5 1,347。I,4455 
備考 （1) 電動機の供給電圧は100V又は200Vとする。

(2) インパータ効率は、 100％負荷時の値 tする。

） 

＇ I.直流電源装匿 I用 途

゜静
止 I菩毎池
型

咤 2. UPS装匿 | ！ 用途
源 出力電気方式

装 出力電圧

置 定格出力

補償時間

スリープ、箱入れなどその他工事との取り合いは、別表ー 1によるものとし、施工に支障伸き

たさない時期までに、必要な位置、大きさ等を監督員と打ち合せる。

工事設計図を 1部、縮小版（A3)を2部製本し現場事務所に置くものとする。

諸負者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、または

地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の

様式により提出することができる。

・行う （・試行対象工事 ・実証実験対宍工事 ） ・行わない

※別表ー2 「電子納品仕様書」による。

備 I5. 配電盤 屋内形 ・屋外形

非常用照明器具電源及び受変電設備制御電源供用

受変電設備制御竜源専用

HS型鉛蓄電池 ． MS  E型鉛菩需池

（ ）  

・単相 2線式 ・単相 3線式 ・三相 3線式

•lOOV •lOOV/ZOOV ・ZOOV 

kV A) 

分以上）

0 , 1.発咤機

自

家 12 原動機

発

電

I 3. 燃料
設

備

電気方式 三相 3線式

竜圧 v 

定格出力 kV A 

始動方式

冷却方式

霜気式

水冷循衰式

空気式

ラジュター式

種類 ・ディ ーゼルエンジン ・ ガスタービンエンジン

種類 ． A重油 ・軽油 ・灯油 ・都市ガス

燃料小出椿 jットル

主燃料槽(.本工事 ・別途工事）

（・専用 ・ボイラーと共用） J
 
孟>(2

●近接工事の この工事の受注者が、近接する区域（概ね100m)において、エ期が重複する石川県土木部発rの
諸経費調整 工事を受注している場合には、全工事との合計釈により定まる率によって諸経費を再計算し、

これにより変更契約（減額）する。

｀ 
喧）罷子建節非控斯

石9119\ ll.至昴能都 •r 字宇出i9 新 1 キ 176布地 2

ー級建築士事務所 石川県知事登録13118号

ー級建築士 大臣登録232225号三宅隆太郎

T E L O 7 6 8 ← 6 2 -0 6 1 6 F A X 0 7 6 9 -6 2 -1 9 6 2 

●巧 汲99ヽfnn 

耐尺

平成 l8年 3)] 

云名零 I 

能登町立しらさぎ保育所大規模修繕エ竺」 し-- 2 

閃面名芥工事仕様書（電気設備） 2 I 
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章 項 目

0 1 自営、 !-9の月I

霞

話 2 9ーテンシ997り卜v,

設

備 3 保安器用接地

0 I.親時計

そ

の 2.増幅器

他

通 3.表示盤

信

情 4.インタ ーホン

報

設

備 5.アンテナ

I.自動火災

゜
報知装置

火

災 2.自動閉鎖装置

報

知 3.非常警報装置

設 （非常ベル）

備

4.ガス漏れ

警報装置

0 1.防犯システム

防 受信機

犯

設 2.工事範囲

備

0 I．種別
構
内
交 2.回線数
換
設
備 3.電話機

4.電話機への配

゜
1.監視方式

中

央

監

視 2. 監視制御

制 対象設備

御

設 3.交流無停竃

備 霞源装置

1.電気方式

0 

構 2. 配線方式

内 3.地中線路の余

配 4. 地中管の材質

雷

5 装柱器材

線

6. 外灯接地

路

7. その他

｀ 

特 記 事 項

・ 自営 ・ リース

・一般用 個

• 本工事 ・別途工事

回線数 回線 ． 壁掛け形 ・ 自立形

種類（・一般放送用 ・非常放送用 ・併用 ） 出力 w 

・パルス 電送式マグネッ ト表示盤 ・ パルス電送式発光ダイオード表示盤

用途 ． 庁内連絡用 ・ 受付用 ・夜間受付用 ・身体障害者用

・保安用 ・ エレベータ用

種類 • VHF  • UHF  • BS  • CS  • FM  • Al 

・受信機 P形 級 回線（ ・ 単独 ・連動制御器などと 一体）

・副受信機 回線

連動制御器（盤） 回線（ ・ 単独 ・ 受信機と一体）

・機器一体形 ・各機器単独に投匿

・個別式 ・集中監視式 回線（・単独〔 G型〕 ・ 受信機と 一体〔GP型〕 ）

ガスの種別（．都市ガス ・ 液化石油ガス）

回線（予備鼈源付）

・ 無線式 ・赤外線式 ・ 有線式

・配管工事 ・ 機器実装

・ ポタン電話式 ・ 交換機式（•分散中継台式 ・ 中継台式）

・局線 ／ 回線以上 ・内線 ／ 回線以上

・ ボタン霞話機 台 ・ 内線竜話機 台 ・ 局線受付竜話機 ムロ

町記とする

1)ボタン電話機 1台につき、 EBT0. 4-4C 15mとする。

2) 内線電話機 1台につき、 TIVF0. 65-2C 20mとする。

3) 局線受付電話機 1台につき、 TIVFO. 65-ZC 20mとする。

4) 各電話機 1台につき、ワイヤプロテクタ1. 5mとする。

・ 警報盤（・電源装置内蔵 ・別竜源）

． 壁掛形 窓

・ 表示操作盤 ・ 監視制御装置

・電灯設備 • 動力設備 ・受変電設備 ・ 自家発電餃備

・火災報知設備 ・防犯設備

•有 ・無

高圧 ・三相 3線式 6kY 

低圧 ・単相 3線式 200/lOOV ・三相 3線式 VO  • 単相ワユ線woo V 

・地中線式 ・架空線式

知ンホール、ハンドホール内でケープルの余長を設ける。（ 箇所）

・ ポリエチレン被覆鋼管 (PLY) O ・ 波付硬質ポリエチレン管 (FEP)

・耐衝撃性硬質塩化ピニル管 (HIVE)

・ 耐塩形（ケープル端末処理材共） ・一般形

• 1基毎単独 ・ 共用（ケープル 1芯線使用）

ケープル埋設標（・ 要 ・不要 ）` 埋設表示テープ（倍折金属箔付紀） ・ 要 杯要

濯）罷子建節非酔廓
石川iua至祁能祁 町字宇IIIIt新 l字 176吝尾 2

ー級建築士事務所 石川県知事登録13118号

ー級建築土 大臣登録232225号三宅隆太郎

TEL 0768-62-0616 HX  0768-62-1952 

章 項 目 特 記 事 項 （別表ー 1) 他工事との取り合い

1.配線方式 ・地中線式 ・架空線式
工 事 内 容 竜気設備 機械設備 建築工事 備 考

゜構 はり・床・壁貫通部
補 強 ． 建築図面に図示

開

内
2. 地中管の材質 ・ ポリエチレン被覆鋼管（ PLY) ・ 波付硬質ポリエチレン管 (FEP) (RC造）

スリープ ． 
通

・ 耐衝撃性硬質塩化ピニル管 (HIVEI 仮 枠

信 ロ 埋込形分電盤・端子盤・プルポックス
補 強 筋 ． 建築図面に図示

線
3. 地中線路の余 も ンホール、ハンドホール内でケ ープルの余長を設ける。（ 箇所） 仮 枠 ． 

路
天井、壁ボード類の 下地補強 ． 建築図面に図示

4. その他 ケープル埋設標（・要 ・ 不要 ）、 埋設表示テープ（倍折金属箔付き） ・要 ・ オ 部 軽量鉄骨下地補強
ボード類切込み ． 

（埋込形照明器具用）

軽黛鉄骨へのボックス取付金具及びその取付 ． 
I.接地極 接地極の材料は下記による。なお接地棒 EBの長さは 1,500mm以上とし、 10o、14¢ はw, 既成間仕切りへの位置ボックス及びその取付 ． 

としてもよい。 発電機の基礎 ． 
配電盤・制御盤等の基礎

屋 内 ． 
接地の種類 記 号 接地抵抗値 接 地 極 屋 外 ． 
共同接地

•EB (14.;) X3連一 組 テレピアンテナの屋上コンクリート基礎（自立型の場合） ． 
EAEBECE a以下

・EP-09 X l 避雷針の屋上コンクリート基礎（自立型の場合） ． 
共同接地

• E B (14,;) X 3連一 組 配管ピット及びふた ． 
EA EC ED a以下

• E P -0. 9 X l 照明器具、幹線、プルボックス等の吊りボルト用インサー ト ． 
0 A 種

•EB (14,;) X3連ー 2 組 自動扉、鼈動シャッタ ー、防火ドア等制御盤の一次側配管配線 ． • 1 
EA 10 0以下

• E P -O. 9 X l 実験台付属のコンセントなどへの接続（直接に接続するもの） ． 
そ

B 種
• E B (14 $) X 3連ー 2 組 機械設備機器付属の制御盤以降（二次側）の配管配（接地共） ． 

EB 30 0以下
・EP-09 X 1 機械設備機器付属の制御盤への電源供給（一次側）の配管配線 ． 

C 種 EC 0以下 E B (14 4>) X 3連一 組 制御盤と動力盤への電源供給及び操作回路の渡り配管配線 ． 
D 種 ED 100 a以下 EB  (14$) XI 天井吊り形 FCU及び全熱交換器型換気扇と操作SWとの渡り屈 管●

高圧避雷器
• EB  (14 o) X 3連ー 2 組 操作 SWとの渡り配管 ． 

EL H 10 a以下
• E P -0. 9 X 1 小便器用節水装匿の制御盤以降の配管、配線 ． 

の
低圧避雷器

• EB  (14o) X 3連ー 2 組 床・壁・天井の点検ロ ． 
EL L 10 a以下

• E P -o. 9 X 1 

雷保護設備 EL 10 0以下
• EB  (14 ¢) X 2連 ー 2 組

• E P -0. 6 X 2 

構造体接地

交換機用 Et 0以下 EB  (144>) X3連一 組 （注） 鉄骨部分のスリープ・補強は建築工事

他
通信用

•EB (lH) X 3連ー 2 組
EA t 10 a以下

（＊ 1) 二次側配線、配管及びシャッター、防火ドア、制御盤、自動扉は建築工事

• E P -O. 9 X l 

通信用 E Dt E Da 100 0以下 EB  (10 4>) X 1 

測定用 EO EB  (ID~) X 1 

（別表ー 2) 霞子納品仕様書

2 分電盤 1) 標準仕様書及びJISC 8480「分電駐通則」による。

制御盤 2) 塗装 1. 電子納品とは、出来形管理資料や工事写真等の工事完成図書を竃子データで納品するものである。

屋内形 ・ 指定色焼付塗装 ここでいう電子データとは、下表に示す各種霞子納品要領（案）等で定めるフォーマットに基づいて作成されたもの、

屋外形 ・指定色焼付塗装 ・ ステンレス ・亜鉛溶射 名 称 摘 要

・ ステンレス指定色粒装 ・ アルミニウム溶射 建築CAD図面作成要領（案） 平成14年11月

※ステンレス (S0S304)厚 I5 mm 営繕工事電子納品要領（案） 平成14年II月

3) 盤内で使用される電線、ケープルはEM電線等を使用する。 （機器装置付属盤は除く） 工事写真の撮り方（改訂第二版）ー建築設備編一

官庁営繕事業に係る竃子納品運用ガイドライン（案） 平成14年11月

基準・要領類のダウンロード ： http・//w胃胃．mlit.go jp/gobuild/kijun/cals/cals htm 

1. 電子納品とは、出来形管理資料や工事写真等の工事完成図書を竃子データで納品するものである。

ここでいう電子データとは、下表に示す各種霞子納品要領（案）等で定めるフォーマットに基づいて作成されたもの和指す。

言三三□JUnals cas htm 

●!) EM電線で規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含まない材料で構成されたものとし、次の記号iび仕様

による。 2 工事関係書類の最終成果品を、従来の紙での納品と別にCD-Rで1部納品する。なお、工事写真については、カラー2. 工事関係書類の最終成果品を、従来の紙での納品と別にCD-Rで1部納品する。なお、工事写真については、カラーオリンタ

で出力したものでよい。で出力したものでよい。
記 号 仕 様

EM-UTP JISX5150により、絶縁材にJCS規格による耐燃性ポリエチレンを用いたもの 3 工事着手時には、事前協議チェックシートを用いて事前協議を行うものとする。工事関係書類の内、君子データで3. 工事着手時には、事前協議チェックシートを用いて事前協議を行うものとする。工事関係書類の内、君子データで位出す

るものは、事前協議にて決定する。るものは、事前協議にて決定する。

EM-MEES 
JCS  3271 A(MVVS) に準じ、絶縁材及びシースにJCS規格による耐燃性ポ＇ エチ

レンを用いたもの 4. 発注者が行う CALS/EC電子納品に関する調査について協力を行うものとする。4. 発注者が行う CALS/EC電子納品に関する調査について協力を行うものとする。

EM-CE-D JIS C 3605に準じ、絶縁材及びシースに、 JI S規格による耐燃性ポリエチレン9用い

たもの 5. 工事完成図書の提出の際は、以下の項目を確認するものとする。5. 工事完成図書の提出の際は、以下の項目を確認するものとする。

EM-CE-Q }IS C 3605に逹じ、絶縁材及びシースに、 JI S規格による耐燃性ポリエチレン1用い 1) 電子納品チェックシステムによるチェックを行い、エラーがないことを確認すること。1) 電子納品チェックシステムによるチェックを行い、エラーがないことを確認すること．

たもの 入手先： http://ww胃．mlit go. jp/gobui ld/kijun/cals/ support sys. htm 入手先： http://ww胃．mlit. go. jp/gobui ld/kijun/cals/ support sys. htm 

EM-4E6 スピーカケープル (4E 6) に注じ、絶縁材及びシースに 、JI S規格による耐燃性ポリこ チレ 2) 最新のウイルスチェックソフトで、提出物にウイルスが混入していないことを確認すること。2) 最新のウイルスチェックソフトで、提出物にウイルスが混入していないことを確認すること。

ンを用いたもの

EMー光ファイパ JISC6820に準じ、絶縁材及びシースに、JI S規格による耐燃性ポリエチレン： 用い 6. 原本性の確保6. 原本性の確保

ケープル たもの 1) 竃子納品の媒体はCD-Rを利用することとする。1) 竃子納品の媒体はCD-Rを利用することとする。

EM-EEFは、 「日本電線工業会技術資料130号」に規定する性能を有すること。 2) 受注者は、電子媒体の内容の原本性を証明するために、竜子媒体納品書に署名捺印の上、霊子媒体と共に提出2) 受注者は、電子媒体の内容の原本性を証明するために、竜子媒体納品書に署名捺印の上、霊子媒体と共に提出寸るもの

とする。とする。

2) 接地線は、 600V耐燃性ポリエチレン絶縁電線 (EM-IE) とする．
氾匁 9

偏名 霞計甚0 汲99年Jin I工事名害

平成 19釘 3月 I 能登町立しらさぎ保育所大規模修繕工事
所£ 但竺i 製＂ 剛尺 l日面釘，壽

E -3 

工事仕様書（電気設備） 3 

13



設備機材等指定表（電気設備）

品 目 機 材 名 適用範囲 記 事

電線類・ IE 一般配線工事に使用すそ JCS 3416 

同付属品 もの (6 0 0 V耐熱性ポリエチレン絶縁霞線）

OE  電力用規格 C -1 0 6 

（屋外用ポリエチレン絶縁霞線）

DE  

EE  JCS 4418 

(6 0 0 V耐熱性ポリエチレンシースケープ I

6 0 0Vが9エチV9クー7・ル JIS C 3605 

(6 0 0 Vポリエチレンケープル）

高圧架橋本•9エチレンケ-7・ル JIS C 3606 

（高圧架橋ポリエチレンケープル）

ピニルァープ 同 上 JIS C 2336 

（電気絶縁用ポリ塩化ピニル粘芍テープ）

圧着端子 同 上 JIS C 2805 

（銅線用圧着端子）

圧着スリープ 同 上 JIS C 2806 

（銅線用裸圧若スリープ）

フイティングダク ト 同 上 JIS C 8366 

（ライティングダク ト）

霞線管類・ 金属管 一般配線工事に使用すそ JIS C 8305 

付属品 もの （鋼製竜線管）

金属管の付属品 同 上 JIS C 8330 

（金属製霞線管用の付属品）

JIS C 8340 

（電線管用金属製ポックス及びボック スカパ

硬質ピニル管 同 上 JIS C 8430 

（硬質塩化ピニル電線管）

硬質ピニル管の付属品 同 上 JIS C 8432 

（硬質塩化ピニル電線管用付属品）

JIS C 8435 

（合成樹脂製ボックス及びボックスカバー）

PF管及びCD管 同 上 JIS C 8411 

（合成樹脂製可とう 電線管）

PF管及びCD管の付属品 同 上 JIS C 8412 

ヽ （合成樹脂製可とう電線管用付属品）

金属製可とう電線管 同 上 JIS C 8309 

（金属製可 とう 霜線管）

金属製可とう鼈線管の付属品 同 上 JIS C 8350 

（金属製可とう霞線管用付属品）

配線器具類 コンセント 一般配線工事に使用すそ JIS C 8303 

プラグ もの （配線用差込接続器）

スイッチ JIS C 8304 

（屋内用小形スイッチ類）

リモコ ンリ レー 同 上 JIS C 8360 

リモコンスイッチ （リ モコンリレー及びリモ コンスイ ッチ）

リモコン変圧器 JIS C 8361 

（リモコン変圧器）

・レ） 

←) 

品 目 機 材 名 適用範囲 記 事

安定器 蛍光灯磁気回路式安定器 屋内外の一般照明用器具 JJS C 8108 

に使用する もの （蛍光灯安定器）

蛍光灯電子安定器 JIS C 8117 

（蛍光灯霜子安定器）

Hf蛍光灯安定器 JEL  503 

（高周波蛍点灯専用形蛍光灯電子安定器）

ランプ 蛍光ランプ 1月 上 JJS C 7601 

（蛍光ランプ）

白熱電球 同 上 JIS C 7501 

（一般照明用電球）

ボール電球 同 上 JIS C 7530 

（ポール電球）

コンデンサ 低圧進相コ ンデンサ 定格電圧が 200Vのt JIS C 4901 

の （低圧進相コンデンサ）

遮断器 漏電遮断器 JIS C 8371 

（漏電遮断器）

計器 支持竜気計器 JIS C 1102 JIS C 1102 

（支持電気計器）に適合 （支持電気計器）

するも(l)

咤柱 コンクリ ー ト柱 JIS A 5373 

（プレキャストプレストレス トコンクリー ト

地中ケープル ビニル管 JIS K 6471 

保護材料 （硬質塩化ピニル管）

鋼管 JIS G 3452 

（配管用炭素鋼鋼管）

波付硬質合成樹脂管 JIS C 3653 

（電力用ケープルの地中埋餃の施工方法）

竜線 耐火ケープル 一般配線工事に使用すそ 消防庁告示 耐火電線

ケープル 耐熱ケープル もの 消防庁告示 耐熱電線

同付属品

防災用 非常用照明器具 （財）日本建築セ ンターの性能評定マークが貼．

照明器具 された もの

誘導灯器具 誘導灯認定委員会 （（社）日本照明器具工業会

の認定証票が貼付されたもの

盤類 耐熱形分電盤 非常用配電盤等誇定業務委員会（（社）日本配

盤工業）の認定証粟が貼付されたもの

消防防災用制御盤 （財）日本消防設備安全センクーの認定証栗が ，

付された もの

直流竃源装置 整流装置 消防法による非常電源月 菩霞池設備認定委員会（（社）日本菩電池工業

菩竜池 築基涅法による予備電詞 会）の認定証票が貼付されたもの

自家発電装置 常用自 家発霞装匿 付属する配電盤及び電詞 （社）日本内燃力発電設備協会の認定を受けた

装置を含む の

常用防災兼用自家発霞装置 付属する配電盤及び霞詞 （社）日本内燃力発電設備協会の諾定証票が貼 ヽ

防災用自家発竜装置 装匿を含む されたもの

非常放送装置 増幅器 非常用放送設備委員会（（社）日本零子機械工

操作装置 会）の基準適合ラベルが貼付されたもの

スピーカ

遠隔操作器

非常電話親機

非常電話子機

自動火災 受信機 日本消防検定協会の検定合格証票が貼付され

報知装置 発信機 もの

感知機

品 目 機 材 名 適用範 囲 記 事

自動閉鎖装置 連動制御器 （財）日本建築センターの性能評定マークが貼寸

自動閉鎖機構 自動閉鎖装置 されたもの

非常警報装置 非常ベル 非常用警報設備諮定業務委員会（（社）日本火足

非常ベル 表示灯 報知機工業会）の認定証票が貼付されたもの

起動装置

操作装置

一体形及び複合装置

ガス漏れ火災 受信機 日本消防検定協会又は高圧ガス保安協会の検セ

警報装置 中継器 合格証粟が貼付されたもの

検知器 （財）日本ガス機器検査協会の合格票又は高圧ガ

ス保安協会の検定合格票が貼付されたもの

構内交換装置 交換機 （財）電気通信端末機器審査協会の寄定を受け

ボタン電話装匿 いる旨の表示をしたもの

記品）

付

ヽ

ほ

い

寸

蓑

た

｀ 
噌）麒子戴競翡警所

石川iuaギ祁能都町字宇 111祁新 l字 176吝地2

ー級建築士事務所 石川県知事登録13118号

ー級建築士 大臣登録232225号三宅隆太郎
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能登町 立 し ら さ ぎ保育所大規模修繕 工事（機械）

妥 紙

M- 1 工事 仕様苔 1

M - 2 工事 仕様苔 2

M-3  工事仕様害 3

M-4  工事 仕様苔 4

M-5 既設配行図・機器リスト 1/100 

M- 6 撞去国 I/JOO 
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工 事 仕 様 書 （機械設備） 9. 設備概要 (0印を付けたものを適用する）

I. 工事概要

工事名称 能登町立しらさぎ保育所大規模改善工事
••• —• ...• •- .... ...·······~ ••• ••.. .. .”• • • ・ •.....”.. 

2. 工事場所 能登町字宇出津地内
-••• -- . . ..— ・ ．．ー ．．．．．．．▲ ・ • .. .. ・ー・ •ー ．．．．．． ．．． ．．．．ー・

3.完成期日平成 18年06月 30日
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．． ．．．．．．．．．← 

4, 建物概要

建
i
保

物

5.別契約の関連工事

・建築工事 ・咤気設備工事

．冷房設備工事 ・電話設備工事

・屋外付帯工事 ・植栽工事

6.工事種目

・給排水衛生設備工事

・合併処理餃備工事

・厨房機器設備工事

（●印を付けたものを適用する）

・空気調和設備工事

・浄化椿設備工事

・自家発霊機工事

．暖房設備工事

．昇降機設備工事

建物別及び屋外

ロ
ロ
~
]

式

i式

式

一
式
式

式

i式

式

式

式

式

一式

―

―

-

_

i

―

＿

一

―

―

―

―

―

―

―

―

工 事 種

ー式 I ー式
二玉―一丁―・―ニ―云
ーー式・-l． ー・-式
ー式 l ー式
ー式 i ＿式

三二 三

□:・―-1ー＿＿＿ロー：
三ニ口ー式 l ー式ー云―..—·1•一..―二云

方式及び種別 設 備 内 容

空調方式 ・ ダクト方式 • F C U 方式 • F C U ダクト併用方式

・バッケー ジ方式

暖房方式 〇温水暖房 ・蒸気暖房 ・ 温風暖房

主熱源

自動制御方式 ・電気式 ・電子式 ・ デジタル式

給水方式 O 水道直結式 ・ 加圧式 •高置水椿式（ ・ 市水 ） 

建物内汚水、雑排水（ ・ 分流 ・ 合流）

排水方式 建物外放流

1) 汚水 Q直放流下水管 ・ 浄化椿

2) 雑排水 O 直放流下水管 ・ 浄化槽 ・ 沈澱分離槽 ・ 側濫

・ 屋内消火栓設備 ・ スプリンクラ ー設備 ・ ニ酸化炭素消火骰備

消火設備の種別 ． 泡消火設備 ． 粉末消火設備 ・屋外消火栓設備

・連結送水管設備 ・連結散水投備

ガスの種別 •都市ガス（種別 • 発熱蘊 Kal/Nm3 ，供給事業者名 ） 

・ 液化石油ガス

II. 工事仕様

1.•一 般仕様

1) 新築工事において図面及び本工事仕様書に記載されていない事項は、すぺて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編） （平成 1(¥年版）」 （以下、 「標準仕様書」という。）及び r公共

建築設備工事標準図（機械投備工事編） （平成 16年版） l （以下、 「標準図」という 。）による 。

改修工事において図面及び本工事仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営搭部監修の

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編） （平成 16年版）」 （以下、 「改修標準仕様書」という 。）及び

標準図による。ただし、改修標準仕様書に記載されていない事項は標準仕様書による。

2) 耐震設計 ・施工については建設省住宅局建築指導課監A}の 「建築設備耐農設計・施工指針（1997年版）」による。

3) 電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、電虹設備工事及び建築工事はそれぞれの標涅仕様書・ 改修標準

仕様書 を適用する。

2.特記仕様

1) 章、項目は●印の付いたものを適用する。

2) 特記事項のうち選択する項目は•印に 0 の付いたも 9) を適用する。

ー式

ー式 章 項 特 記 事 項

ー式 ●技能士の適用

．
 

7.指定部分 無 ・有（指定期日 平成 年 月 日） 対象部分（

8.工事内容

ボイラー交換工事・・・ ・既設暖房ボイラー (A重油焚）を灯油焚暖房ボイラーに取り替 える。••• •- •ー・ー・ー ・ ··-・→ ・ - - ・ー ・ -·-·-·- ·-·-·- · - · 一 ·-· - · - ・ー・ー・-·-·⇔•→●ー・ヽ・ー・→ •• • ー ・···· · ·· · ···-・＿ ．．．．ー・...... ー・ -··· ー ・ ●● ● ー ・ ー・·····-·- ・ ·· - ・ー・ ー・- · ·· ··-・ー • 一· -· - · - ·-· 一 ·•• • ー ・ー・-·- ・ ー ・ ー・ー ・·· ···- 日・-・-・-・・

既設オイルクンクは埋殺し、オイルギャポンプ及びオイルサービスタンクは撤去する。・・ ・・・・・・・-・・・→-・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・．．．．．．．．．．．．．．．ー・▼・・・・-・・・・・ ・・・ ・・・-・・・・ ・・ー・-・-・・・・・・-・．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．→● ・・・・・-・ー・-・・・・ .— •• •• • • ••• .●●ー・・・・・・・-・・・

ボイラー迄の配管は新設する。
‘ ー`・-・-・．．ー・---・ヽ -・・・・ ••—··~·～ ー·～ • · ‘’-·ヽー→．．． ．．一へ•-·^-- --·-·—●●---·- ·-- ·-·· ---·---··- ・-··-· · · ··--···ヽ ●●へ●●●●令●●●●→● ＾ -`・・・．-・・・--・-・・--・ 
配管更生工事 既設暖房管をサンドクリーニング及びライニン グを行 う。
．．．．．．．＿．．．．．．．．．．．．．．．．ー・-・-・-・-・ ・・・・・-・・・・-・-・・・・＿．．．．→•ー ・ー ・ー ・＿．．．．．．．—·-• 一 •一··· -・ ー ・ · · -·ー・ ー ・ ー・· •ー ・ -·- ・-·-・-· -·-·-·-·-・ー・-·-·-···- ・ ー ・ー・＂ • -·- ・ー ・ ". 0.... -• •• •ー・ー ・ ー ・ -·-······ ·· —·· -·-·-· ー・ー ・· • • • -• •• • -• -• -• -• ....—· •• •-• ●●● ⇔ •ー・ー・ ・●→●ー・→・ー・”●→ • ー・一

保育室放熱器交換工事・・既設放熱器及びエアハンドリングユニットを撤去し新品に取り替える。. ●●・ ・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・-・．．．．．．ー・・・・・・・ ・・・・・・・-・・・・・・ ••......-....-•... -• -• -• -•... ...... -• ・ •... ．．．．．．ー ・ ． ． ． ー・．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．． ． ー・ ．．．．．． ．．．．．． ． ．． ー・ · ···-·-··· • ・-.→・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・．．．ー・．．．．．．・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・-・ 
保育室流し交換工事・・・既設人研流しを撤去し幼児流しに取り替える。 • 
--・、 •-·--● ●＿．．ー••ヘ-···· ． —•-•、 、・-・-・-・---・・ ••へ● ●● -· -—·—·—·--·---·· ー・▼—·- ··· ••ー ・ —ー・··-··---· •--•• ●●ー・•---、-·●＾- · ·· ．． -·-••ー・-·· ·- ····· ••—·-····.—·-····· ... ●●へ●●●● 
既設機器撤去工事・・・・既設機器及び配管を図示の取り通りに撤去する。

. . .... . .. ・ ····· · ·· -· - · - ·―·， ~ ● -·•●・ ~ • ・ • . ． .．· —~▲·ー ・ -·- · ＂・-·· ● ー•ロ・ -· -・".-····-·-.-·-.— ・ -・ -· -· ●”・-· ●-．―....● • ⇔●→.●．-· ●.•―．一．＿●-·-● - ·-··· ・・·· ·· - · ・ . ....．・ ー• -• -· ＂・-· ···-· 一 • 一· -· ···- ·- · - ·-· -● ·· -・．•・ ー ●-· -. • ● ． ＂ . . .. ・ ・→. .. . ●-・・-・●● ＂・-・-・・.”・.・-・・・-・・・・・・●-・・・-

日
1

般

共

通

●機材等

●機材の品質

・性能証明

O 配管施工（配管工事） 0 建築杭金施工（風道製作及び取付け） ・ 熱絶縁施工（保温工事）

O 冷凍空気閥和機器施工（チリ ンク’ユニット．パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

l)本工事に使用す る設備機材等は 、設計函書に規定するもの、又は、これらと同等のものとす

る。ただし、これらと同等のも の とする場合は、監督員の承諾を受ける。

2) 「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」 （グリーン購入法）に規定される特

定調達品に数当する機材を使用する場合は、その判断基準、配慮事項を満たすものとする。

3) 化学物質を発散する建築材料等

本工事の建物内部で使用する建9築材料等は、設計図苔に規定する所要の品質及び性能を有す

るものとし、次のとおりとする．

①JIS及びJASのF＊＊＊＊規格品

②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

a. 非ホルムアルデヒド系接着剤使用

b. 接着剤等不使用

c. 非ホルムアルデヒド系桂着剤及びホルムアルデl:ドを 発散 しない材料使用

d. ホルムアルデヒ ドを発校しない塗料等を使用

e. 非ホルムアルデヒ ド系校沼剤及びホルムアルデl:ドを発散しない塗料使用

f.非ホルムアルデヒド系栢着剤及びホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用

1) 設備機材は、設計図 書に定める岳伐及び性能を有することの証明資料又は外部機関等が発行

する資料等の写しを監抒員に捉出して承諾を受ける。

なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表等を含む。

2) 本工事で使用する投備機材等は 、指定表に規定するもの、又は、これら と同等のものとする

なお、 「評価名簿による」と特記されたものについては、 「建築材料 ・設備機材等品質性能

評価事業 設備機材等評価名簿（平成16年版）」によるほか、これらと同等のものとする。

3) 石川県建設工事標浩請負契約約款（以下「諮負契約約款」という。）第6条の2第4項により、

調達する工事材料は石川県産とするように努めることについて 、別に定める県内産使用材料

計画書を監督員に提出する 。

4) 主要機材は、発注前に l使用予宅機材一覧表」を提出して監督職員の確毬をうける。

5) 諸負契約約款第 13条第2項に定める監督員の検査を受けて使用すべき工事材料は次のものと

する。

〇衛生器具 〇空調機器

・ し尿浄化椿 ． 厨房機器

,............................~.........▲・ •...... .. .... -• •• 一．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー••........................................, 

章：項目 ！ 特記事項

9.............;......... ----•ー••••← ←← ---.」 ...-•一•••... ●●●●ー・...... 一．．．．一•••一••ー・ ・ー…—•一ー •9---・-.... ... •• ......--.. ..-

●工事の実絞 ＇・ 行う （但し ｀工事諸負金額2,500万以上の ものと する）

情報の登録 1 

・中間検査の実施 ・有 （ 

実施時期 ・天井下地完了時

●公共事業労務費 11) 本工事が石川県土木部の実施する公共事業労務費調査の対象工事 となった場合、当該請負者

調査に対する ， は、調査票等に必要事項を正確に記入し発注者に提出する等、必要な協力を行わなければな
協力 1 らない。又、工事経過後においても、同様とする。

i諸負契約約款第37条第 1項に定める部分払いの対象とする工事材料は次のものとする。

・配管 ・保温 ・機器、器具 ・

※ 加工された材料で、機器が図示通り取り付けられたもの。

． 

般

共

通

事

項

●中間検査

事

項

●部分払いの

対象工事材料

●保険

●監督職員事務所 1・ 設けない

●下諸負業者

●工事報告害

●施工計画書

●工事写真等

の記録

・ ダクト及び付属品

・ポンプ類 0 ポイラー

・ 消火機器

・ タンク類

・ 塗装材料

・ 排水金具

工事の渚工に先立ち、工事の総合的な計画をまとめた総合施工計画書を作成し｀監督員の承諾

！を受ける。

I 
I I) 工事写真の撮影は、建設大臣官房官庁営繕部監修 「工事写真の撮り方（改訂第二版）」に
I よる。
2) 請負契約約款第 14条第 3項に定める工事写真は次のも のとする。

・ 地中埋設配管部 ・機器の基礎及びアンカーポルト埋設部

・ 天井、 トレンチ内の隠ぺい箇所

！ 3) 区分による規格、枚数、部数は次による。
I ~ •• - - -•一•---••一·-•一.........•一—•一·

区分分類規格 撮影枚数［部数 備 考 ＇ 1 ......-------・-------• ---1 
A 4版に整理の上 エ1

I 若工前 カラー サービス版 監督員の指示による I1部
事期間中は現場事務所 II

I4)巴写真1::1:9：ロニ―霊ー：iロー：］］ー：＿1̀`ご：→1 
i ・ 建築写真撮影業者の撮影した写真とする。 〇建築写真撮影業者以外の写真でもよい。 i 

15) 写真はA4版スクラッププック又は市販アルバムに順序よく貼付け、説明事項を記入して提 ！

1 出する。

| 6) 中間検査又は監抒員の指示により、手直しを命じられた工事は、手直し前、中、後が判断で

きる写真を撮影し、報告書に添え提出する。

●官公署への手続 i工事に必要な官公署などへの手続は請負者が遅滞なく行う。

関係法令等に基づく官公署その他の関係機関の検査においては、その検査に必要な資機材及び

労務等を提供し、これに直接要する費用を負担する。

●経費の負 担

回）

・合羽

O無

請負契約約款第49条に定める火災保険等は次の もの とする。

・火災保険 ・ 建設工事保険 ・組立保険

・設ける[. 1号 ・2号 ・3号 • 4号 ・5号］

(lorrl程度） （20rrl程度） （35面程度） （60rrl程度） （lOOrr/程）

監督職員事務所に設ける備品等

・保護帽 ・安全帯 •長靴

・書棚 ・黒板 ・寒暖計

．机 ．椅子

下請負業者の決定については工事着工前に下請負人通知書を提出して監督員の承諾をうける。

工事の進捗度表、作業員の出面報告｀工事箇所図及び工事状況写真等を記載した工事報告書を

毎月 15日及び月末ごとに提出する。
•9 

... 

9
1
 

灯霞中懐

・保温・塗装工程

この工事に必要な一切の仮設費及び諸経費等は、設計図書に明記のある湯合の外は、諸負者の

負担とする。

●工事用電カ ・水この工事に必要な工事用奄力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

その他 構内既存の施設を 〇利用できる（有料） •利用できない

9~・ •い●●●●,... .......-.......一•••一....•ー・い•• I • 9 - • 9 . ....... . .... .... . .9 い●ー ••口•, ... . .. .—•... .-· •••-- --•••一•・~ •一·- 、......... ..-•• ー•..... ... . .............. .--ー．．．．．．．．．．．←•"—· o...........l 

●建設業退職金 請負業者は、建骰業退職金共済制庄に加入し、その掛金収納書の写しを建設請負契約締結後 1ヶ

共済制度に加入月以内及び工事完成時に、監督員 に提出する。ただし、請負金額100万円未満の工事については

掛金収納書の提出を省略することができるものとする。 改訂

閾 噂）麒子建競耶塾齋ィロllj，＼凪そ祁能祁 9r字字 HJit新 1字l76各地 2

ー級建築士事務所 石川県知事登録 13118号

ー級建築土 大臣登録232225号三宅隆太郎

0 7 9 9 -9 2 -0 9 1 9 F A X 0 7 6 9 -6 2 -1 9 5 2 

傭巧

H l 7 

汲ut喜サ

iJj反 担当 星Pi

汲9rヽ9JIn 

平舷 98年 3月

剛尺

工事名壽

能登町立しらさぎ保育所大規模修繕工事

囚面名零

工事仕様書（機械設備） 1 

M-1  
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章 I 項目 特 記 事 項 章 I 項目 特 記 事 項 特 記 事 項

●敷地状況の確認I工事の着工に先立ち地下に埋設された配管、ケーブル等の有無を関係機関の協力を得て確認し
報告すると共に、事故を未然に防ぐよう留意すること。

●施工調査

．
 

般

共

通

事

●残土処理

●埋め戻し土

●総合調整

●電動機

●案内板

改修部分は、施工調査を行う。

●公衆災害防止等I建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）及び建設副産物適正処理推進要綱を遵守して災
害の防止に努めること。

●工事用仮設物 I構内につくることが 0 できる

（すべて請負者の負担とする）

—, 0足場、さん橋類1 ・別契約の関係請負者の定醤する足場、さん橋の類は無償で使用できる。
• 本工事で設置とする。 （改修標準仕様書第1編2.1. 2による）

・枠組本足場（手すり先行足場）

「手すり先行工法に関するガイドライン」 （厚生労働省平成15年4月策定）により、

「手すり先行工法による足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある足場と

し、二段手すりと幡木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手すり先行足場型と

するか、または改善措置機材を用いて、手すり先行足場型と同等の機能を確保する。

・枠組本足場

項 I説明書の提出

・場内敷均し ・場内指示場所に堆積

・根切り土の中の良質土（ただし管の周囲は山砂）

． できない

・場外搬出適切処理

0 山砂

本工事として下記の項目の測定表を提出する。

総合調整の項目

・風量調整 ・水量調整 ・室内外空気の温湿度の測定

・室内気流及びじんあいの測定 ・騒音の測定 ・振動の測定

測定個所は監督員の指示による。

換気扇、圧力扇、厨房機器その他これらに類するものの電動機の保護規格は、製造者規格によ

る標準品としてよい．

●容量等の表示 |1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

2) 電動機、燃料消費量` 圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

●再使用機器 I取外し再使用機器は、 清掃及び絶縁抵抗測定のうえ取付ける。

●製作図・施工図I主要機材の製作図は原則として契約後30日以内に、また施工図は監督員の指示する時期に提出
する。

●完成図等及び 1建物配四図及び屋内外配管図、系統図等を作成し、原図及び陽画複写紐（製本2部）と保全に関

保全に関する する説明書(3部）を提出する。完成図については縮小版3部を提出する。

また、完成図等のCADデータを提出する。

管理者のための建築物の保全の手引き（営繕部監修） に建物の構造、機器、保安業務等の説明及び

清掃の要点、使用材料の製造所名、連絡先等を記載の上提出する。

なお、別契約建築 ・設備工事がある場合は、その請負業者との連携の上作成する。

●試験成績表、取1各機器の試験成績表、取扱説明書は、それぞれ2部を工事完成図書とともに一括して提出する。

扱説明書の提出

●予備品等の引渡1予備品（付属品を含む）は、引渡し目録を添えて工事完成図書とともに提出する。また鍵等は

ブラスチック名称板を付けて提出する。

． 

般

共

通

項

●名札の義務 I請負額1,000万円以上の工事における現場代理人及び主任（監理）技術者は名札を常時着用する

●耐震施工

●配管

●電線

こと。

●工事現場の

表示板

工事現場には、下記掲示板を設置する。 （記入例）

上段の地色は白色

文字は青色

下段の地色は青色

文字は白色

工事名

工期自年月日～至年月

（監修）

設計

監理

施工 建築 （業者名を記入）

電 気 （業者名を記入）

給排水 （業者名を記入）

空調 （業者名を記入）

叫

m

C

 

C

5

 

-

6

0

0

-

日

| gocm | 

（ ）内は、監修を委託した場合。

業者名が多くなった場合でも、縦75cm以内とする。

工事名は、各工事とも共通な名称とし、各文字は角ゴシック体とする。

E
E

一＿
E
E
0
マ

エ巳三日
2中 49m91;叫| 30nm |「m

（注意事項）

①名札として使用する用紙（台紙）は白色、寸法は名刺サイズ（縦5.5cm、横9.1cm) とする。

②顔写真 （力う一）の寸法は縦4.Ocmx横3.0cm、また撮影する部分は胸から上の上半身とする。

R'r-Xの寸法は用紙が入る大きさとする。尚、市販されているのは、縦7.3cmx横10.2cmがある。

次に示す事項を除き、すべて建設大臣官房官庁営繕部監修「官庁施設の総合耐震計画基準

及び同解説（平成8年版） 」による．

1)設計用水平地湮カ

機器の重量 (kgf)に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

設置場所

耐雲安全性の分類

特定施設

甲類（重要機器、 一般機器） I ＠類）（重要機器、一般機器）
上居階

屋上及び塔屋

中間階

2. 0 

1. 5 

,. 5 

,. 0 

一階及び地階 1. 0 1. 0 

（注）上層階の定羞は次による。

2~6階建以下の場合は最上階、 7~9階建の場合は上用2階、

10~12階建の場合は上居3階、13階建以上の場合は上用 4階

2)設備機器の固定方法及び計算は、建設省住宅局建築指導課監修の「建築設備酎震設計 ・施

工指針（1997年版）」による。

3)設計用鉛直地震力は、設計用水平地霊力の1/2とし水平地震力と同時に働くものとする。

4) 100kg以下の軽微な機器（標準仕様書の適用を受けるものは除く）においても耐震を考慮し

据付け又は取付けを行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

機器等の取扱い方法及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設け 事

る。 I 1•1 ●他工事との Iスリーブ、箱入れなどその他工事との取り合いは、別表ー 1によるものとし｀施工に支障をき
取り合い たさない時期までに、必要な位匿、大きさなどを明示し、監督員と打合わせる。

●見本品の提出 I請負契約約款第14条第3項に定める見本は次のものとする。
・保温用外装材及び補助材 ・憶継手 ・ガス、油用弁及びコア弁 ・排水金具

●はつり

●防凍保温

●塗装

●吊り及び支持

金物

・管接合シール

1) ステンレス鋼管の接合方法は、呼び径60SU以下の場合は（．溶接 ・拡管

る。ただし、溶接の困難な箇所は拡管接合としてもよい。

2)建物導入部の変位吸収方式は下記による。

・図示による

フランジ用ガスケット ・地中埋設標、埋設表示テーブ

・変位吸収のためにスリークッションとする

• その他 ） とす

3)異種接合の場合は、標準仕様書第2編2.5. 16による。接合要領は標準図（異種管の接合要領

による。

電線及びケーブルの規格は、標準仕様書第4編2.4. 1表4.2. 12による。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドカ ッターによる。

屋外露出部（給水管、消火管、冷温水管、膨張管、冷水管、温水管、 ドレン管、弁類を含む）は

防凍保温を行う。その仕様は標準仕様書第2編3.1. 4及び3.1. 5による。（ただし｀給水管及び消

火管、 ドレン管は第2編3.1. 5表2.3. 5の e.（ハ）とする。厚さは呼び径25nm以下のものは30nm、

呼び径32nm以上のものは40nmとする）

章 I 項 目

． | ●工事の
創意工夫等

般

共 I●電子納品
通

事

項 l●近接工事の

諸経費調整

請負者は工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、または

地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の

様式により提出することができる。

・行う（ ・試行対象工事 ・実証実験対象工事 ） ・行わない

別表ー3 「電子納品仕様書」による。

この工事の受注者が、近接する区域（概ね100m)において、エ期が重複する石川県土木部発注の

工事を受注している場合には、全工事との合計額により定まる率によって諸経費を再計算し、

これにより変更契約（減額）する。

• 1 1．設計温湿度

空

下記の金属竜線管は塗装を行う。

・屋外露出 • ( )の屋内露出

下記の亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

・機械室 ・倉庫 ・電気室 ・自家発室 • EV 機械室

(.楕内 ・ ）の吊り金物 ・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304) とする。

●工事監理用図面I工事設計図を 1部、縮小版 (A3)製本2部を現場事務所におくものとする。

2. 煤煙濃度計

3.ばいじん量測定口I.設ける（測定口は径80¢ とし、取り付け箇所は煙道の直線部とする）

・別途 • 本工事4. 煙突

気I
5.煙道

6. ダクト

調

7. 風昼測定口

和
8. チャンバー

暖

房，
⑪配管材料

設

備 ，
＠弁類

呈I温度::I湿＼竺号度（D□王湿度（R：I
・設ける

鋼板製（． 3. 2rrm • 4. 5rrm ) 

伸縮継手 ・掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

低圧ダクト ・アングルフランジエ法

コーナーポルトエ法（・共板フランジ ・スライドオンフランジ）

・スパイラルダクト

高圧1ダク ト（適用範囲は函示による）

取り付け箇所は（・図示した位置 ・送風機吐出ダクト ・外気取入れダクト

・空調機出ロチャンバーの分岐ダクト）

1) 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

2)空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で

消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設け、点検口の大きさは図示による。

3)外壁に面するガラリーに取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工

する

9,防煙ダンパー I操作方法 瞬時通電式又は電動式 (DC24V、0.7A以下）
復帰方式（ ・遠醍）

定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

10. t・ストンダンハ．―|復帰方式（ ・遠隔）

1)蒸気管 給気管

還 管

2)油管

3)冷温水管

4)冷却水管

・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・配管用炭素鋼鋼管（黒） ・塩化ビニル外面被覆鋼管 (PLV) 

〇塩化ビニル外面被覆鋼管 (PLP) （地中埋設部分）

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・配管用炭素鋼鋼管（白）

5)膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラーヘの給水管は配管用炭素鋼鋼管（白）とす

る。

6)給水管（加湿用） ・配管用炭素鋼鋼管（白）

7)排水管（ドレン管） ・配管用炭素鋼鋼管（白）

8)冷媒配管 ・銅管 ・断熱材被覆銅管

0 JIS又はJV(0 5K • 10K（図示部分））

・鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

・ステンレス配管を使用する場合の材料はステンレス製とする。

｀ 
噌）麒子貼競事葛阿

石川県ll至郡能都町字字 出津新 1字 176書地2

ー級建築士事務所 石川県知事登録13118号

ー級建築士 大臣登録232225号三宅隆太郎

TEL 0768-62-0616 FAX 0768-62-1952 

偏賓 aIt書号 設計年月• I工事名尋

平成 18年 3月 I 能登町立しらさぎ保育所大規模修繕工事

所長 担当 •I) ●尺 l.,直名壽

工事仕様書（機械設備） 2 
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章 項 目丁1 特 記 事 項

13.温度計 取付部は下記による。なお温度討は円形指示酎（パイメタル式 100¢) とする

1)冷凍機の冷水誓（送り、返り）及び冷却水笞（送り．返り）

？）直だき吸収冷温水機の冷温水を（送り 、返り） ＆び冷却水を（送り 、返り）

3）ポイう ーの温水笞（返り）． 4)空気讚和櫂の冷温水笞（送り、返り）及び三方弁装置の冷温水笞（返り）
5) 熱交換器の温水菅（送り ．返 り）

6) 冷温水ヘッダー（往） ＆び冷温水ヘッダーの各返り誓

空
クト及びレタンチャンパー

8) 温屋暖房機の吐出ダクト、レクンダクに外気取入れダクト及びレタンチャンハー

14．圧力計 取付部は下記による

1)直だき吸収冷温水機の冷温水誓（送り 、返り）及び冷却水誓（送り、返り）

2)空気謂和櫨の冷温水管（送り ．返り）

気
3)熱交換器の温水菅（送り、返り）

15. 瞬r•，流量計 瞬間流量計はビトー笞方式によるもので止水コック付とし．形式及び取付部は下記による。

なお ． 着脱形の指示計は(• 40A用 個 ・ 100A用 個・ 250A用 信）タッピ

ング付とする．

1) 冷凍機の冷水菅及び冷却水管（送り又は返り）に（・着脱形 ・固定形）を設ける．

祖l
2) 直だき吸収冷温水撮の冷温水誓及び冷却水管（送り又は返り）に（・着脱形 ・固定形）を

設ける．

3)空気関和機の冷温水管（送り又は返り）に（ ・着脱形 。固定形）を設ける。

4)冷温水ヘッダーの（ ・送り菅 ・返り菅）に（ ・固定形 。着脱形）を設ける．

16. 油面割御装置 問御盤には（ ・給油ポンブ網御 っ満油警報 、遠隔警報 ・電磁弁綱御

和
・返油ポンブ倒御 ・減油警報 ）の端子を設ける．

なお油面倒御装置と利御盤間配菅配線は製造者の標準仕様とする．

17.絶縁フランジ 図示の箇所に設ける。

⑭保温及び 樗準仕様書第 2編 3.1 4による。ただし、下記については本仕様による．

暖
消音内貼り 1)冷水管、冷温水笞の保温は、雲準仕様書第 2編3.1. 4表2 3.2によるが｀防火区西貫通

部分はロックウール保温材で行う。

2)還りダクトの保温（保温の厚さ 25mm)範囲は図示による。

3)外気ダクトの保温（保温の厚さ 25mm)範囲は図示による．

4) ダクトの保温外装は下表による．

屋 倉庫．書庫 ・カラー亜鉛鉄板 ・アルミガラスクロス

房
内 各階機械室 ・カラー亜鉛鉄板 ・アルミガラスク ロス

露 主機械室 ・カラー亜鉛鉄板 ・アルミガラスクロス

出 居室、廊下等 ・カラー亜鉛鉄板

屋内厖ぺい、 DS内 ・アルミガラスクロス

屋外露出、多湿箇所 ・ステンレス鋼板

設
5)配菅の保温の外装は下表による．（冷媒管は除く）

屋 倉庫、書庫 ・緯布 ・アル ミガラスクロス

内 各磨橿械室 ・綿布 ・アルミガラスクロス

露 主機械室 ・綿布 (•)7'ルミガラスクロス

出 居室．廊下等 ・綿 布

屋内口ぺい、 DS内 ・］アルミガラスクロス

備
屋外露出、多湿箇所 ・ステンレス鋼板

6)膨張誓及び膨張タンクよりポイラーヘの補給水誓の保温は、標準仕様書第2編3.1. 4の慶

張菅の項による．

7)建物内の空気抜き菅の保温は、塩準仕様書第 2編3.1. 4の膨張誓の項による。

8)空気謁和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、福準仕様書第 2編3 1. 5の排水

菅の項による．

9)冷媒誓の保温の外装は下表による。なお、保温化粧ケースは塩化ビニル樹脂製とする．

屋内露出 I ・綿布 ・保温化粧ケース l 
屋外露出 I ・ステンレス綱板 ・保温化粧ケース 1 

章
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設

傭

項

1、ダクト

I 
目 I

l低圧ダクト
スパイラルダクト

贔圧 1ダクト（適用範囲は図示による）

？．風量測定口 1 llliり付け箇所は

換 1 | (“図示した位置 ・送風機吐出ダクト又は吸込ダクト ・外気取入れダクト）とする。

3. 防煙ダンパー 1空気謁和設備の当該項目による。

気 I•· t・スト,,・ン／1.― |空気積和設備の当該項目による。

5.炉J.する撓気 1＇厨房系統 ・浴室（シャワー室脱衣室を含む）系統

ダクトの系統

6. チャンパー

7.保温

8.耐火措置

特

アングルフランジエ法

コーナーボルトエ法 （・共板フランジ

空気祠和設傭の当該項目による．

記 事 項

スライドオンフランジ）

I下記のダクトの保温を行う．
・全熱交換器用の外気ダクト（保温の厚さ 25nwn) 保温種別は共通仕様書第2編3.1. 4とする。

．。多湿個所のダクト（保温の厚さ25...、範囲は図示による）

・外壁面接絞から約1mのダクト1よ保温 (2511111)を要する．

自家発室用換気ダクトが自家発電機室以外を通過する場合の耐火措置は図示による．

011．ダクト ・亜鉛鉄板

排 |2.排煙口の形式 I• 天井取付（・スリット形 置スイング形）

．壁取付 （・スリット形 • } 

ワイヤー式 ・電気式 （遠隔操作 ・不要 ・要）

（開放及び復帰方式）

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

煙

3.排煙口手動

設 開放装置

•‘ 備 4.排煙風量測定

1.中央監視倒御

゜自勤I 2. 中央監視綱御
綱 装置の構成 。

御 機能
設
傭

3 電気計装工事

の配絨

1.小便器用

● ' 
節水装置

衛

生
2.小便器洗浄用

ハイタンク

器I
3. 1Jヽ 便器洗浄菅

具 4. 水石鹸入れ

5.衛生器具

設
6.大便器耐火

カバー

備I
7. 手洗器

8 自動水栓

・有り（•新設 ・既設）

図示による．

撫し

使用する電線類はEM電線とし、規格は雲準仕様書第4編4.2. 12による。 （橿器、盤類は除く）

屋外、屋内露出の配縁は、図面に特記のない限り金属誓配線とする．

天井内口ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする．

10．標記板

図面に特記なき場合は、洗浄水量が4L/回以下であり 、また．使用状況により洗浄量を割御する

ものとする．

・個別感知フラッシュ方式（・埋込 ・露出）

・集合感知フラッシュ方式（・扇ぺい ・露出）

・集合感知ハイタンク方式（自動サイホン＋惰給水電磁（動）弁）

タイムスイッチ方式（． ） 

集合感知の場合はカウント不足を補償するタイマー機構を設ける．

・露出 口べい

，埋込(PD) ・露出

•横型（押しボタン）

．止水栓付とする。

電源供給方式はAC100Vとする。

・要（材質：

立型

•水抜栓を使用する場合は、水栓は固定こま式とする．

，設ける（ビット内は除く） ・設けない

9. 大便器洗浄弁 l図面に特記なき場合は、洗浄水量が10.SL/回以下とする。

） （・大便器 ・小便器 ） ・不要

t: 章 9． 項貴水• 目
3. 量水器桝

4. 弁類
I 
給

水

設

台所流し用水栓は泡沫式とする．

水抜栓を伎用する場合、屋外に設ける水栓は砧寒水栓とする。但し屋内は固定こま式とする．

親メーター（・ 貸与品

•水道裏婁者指定品（・貸与品 ・買取） •福準図 MC 形

量水器桝及び弁枡のコンクリート蔀は工場製品としてもよい。

I. 水道直結野分 JI S又はJV ( ・ 10K • ) 

その他郵分 JI S又はJV ( ・ 5K • ) 

呼び径65以上の鑢鉄製の弁はライ ニング弁とする．

逆止弁の衝撃逆吸収式はライニング不要とする．

ステンレス配誓を使用する場合の材貫はステンレス製とする．

◎配笞材料 11）一般配曾

7. 保温

9. 水栓柱

2)地中埋設配笞

3)水道直結配誓（屋外）

特 記 事

） ・ 子メ ーター（． 貫取

ポリ粉体ライニング鋼管 (PB) 0 塩ビライニング鋼管 (VA)

厨房、溶室等のシンダー内配菅はポリ粉体ライニング鋼笞 (PO)

ポリ粉体ライニング鋼管 (PD) ・塩ビライニング鋼笞 (VD)

水道用耐衝撃性硬買塩化ビニル笞 (HIVP)

地中埋設配菅は（ ・ポリ粉体ライニング鋼菅（PO) ・塩ビライニング鋼笞 (VD)

水道用耐衝撃性硬貫塩化ビニル官 (HIVP))とし他の部分は1)による．

4) 給水引込菅（直結都分）は水道事稟者の指定によるものとし、材質は図示による．

6. 菅の埋設深さ 1埋設深さは原則として、一般敷地は(・ 30Cffl 

とする。

下記のタンクは保温を行う．

鋼板製高置タンク ・綱板製受水タンク

8. 引込納付金等 I・要（ ・別途工事

人造石研出し製

本工事）

合成租脂製

cm) 、構内道路は( • 60cm • cm) 

不要

アルミニウム合金製

備 1,0.地中埋設楼 11)地中埋設雲 ・要（図示の箇所） ・不要

2)埋設表示テーブ（倍折金属箔付き） ・要

項

不要

11.スリーブ等 I土中のつば付き鋼笞ス リーブと配管との空鰈は水密性のあるシーリング材により行う。

12.建物導入部 I・標準図（・ (a) • (b) • (c))による．

配誓

13．絶縁フランジ I図示した位置に取 り付ける．

排

水

設

傭

◎配笞材料

．
 
2. 洗面器等

の排水笞

1) 屋内汚水誓 硬質塩化ピニル管 (VP) ・ 硬質塩化t•こルリサイクル三層菅 (RF-VP)

耐火2層管 (VP)

2)屋内一般雑排水菅〇硬質塩化ビニル管 (VP)

耐火 2層菅 (VP)

3)一般用排水通気笞・硬質塩化ビニル笞 (VP)

耐火2層誓 (VP)

4) 屋外排水菅 硬質塩化ビニル管 (VP)

硬質塩化t・：：k,}サイりに三層笞（RF-VP)

・硬質塩化t•こルリサイりに三層菅（ RF-VP)

コンクリート誓

5) ポンブアップ排水菅 ・排水用タールエポキシ塗装鋼菅

6) 管の縫ぎ手 ・配管用炭素鋼鋼管（白）の接合は．揉準仕様書第 2編2.I. 2. 5 iによる

MOジョイントを使用してもよい。

洗面器及び手洗器に直結する排水笞は．器具トラッブより 1サイズアップとする。

公団形流し等の床上露出部分の配菅は、硬質塩化ビニル笞でもよい。

3.満水試験継手 I図示箇所に取り付ける。

4. イ派—卜枡． I機械設備標準図によるコンクリート桝及び99ヽ ロ径桝
ため枡 枡のコンクリ ー ト部分は、工場製品としてもよい。

｀ 
¥
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章 I 項目 特 記 事 項

0 11.配管材料

給

湯 I2. 絶縁フランジ I図示の場所に取付ける。

設 I3. 弁類

慌 I4. 保温

給湯管（膨張管及び補給水タ ンクよりポイ ラなどへの補給水管を含む）の材料は

・銅管 ・ステンレス鋼管 ・耐熱性塩ビライニング鋼管(・ SGP-HVA • ) 

とする。ただし、壁又は床埋設をする場合は、被覆銅管又は保温付被覆銅管を使用してもよい。

J IS又はJV (• 5K • 10K（図示部分））

下記によるほか、標準仕様書による。

湯沸し器の給排気筒 （二重管）の悶ぺい個所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書

第2編3.1. 5のh・（イ） •VJ1 とする。

1.配笞材料

゜
1)屋内消火栓 一般

地中

2) 連結送水管 一般

地中

消 I2. 屋内消火栓箱 I• HB -1A 

3,屋内消火栓開閉弁I• 10K 

火 I4. 屋内 2 号消火栓箱 l • HB-4A 

設［ 6, 保温

• HB -1B 

• HB -4B 

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・外面被覆鋼管 (PS)

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・外面被覆鋼管 (PS)

5.地中埋設をの接合I外面被覆鋼管の呼び径 100A以下はねじ接合とする。

屋外露出配管は標準仕様書第 2編3.1. 5のe,.（ハ） • Vによる保温を行う。

なお｀上記以外の箇所で凍結する恐れがある箇所には保温を行う。保温の範囲は図示による。

（防凍保温は共通事項による）

備 17．建物導入部配菅 I. 標準図（・ (a) • (b) • (c))による。

8.地中埋設標 | 1)地中埋設標 ・要（コンクリート製 箇所、鉄製 箇所） ・不要

2) 埋設表示テーブ（倍折金属箔付） ・要 ・不要

章 項 目

0 1. 配管材料・

弁類

浄
2. 山止め

化
3. 手続等

椿

竪
4, 測定表

備
5 維持管理

。1 井戸の深さ

5. 水質試験

図示による、）

山止め壁 ・要 ・不要

官公署への手続又は手統変更は、契約段30日以内とし、請負者が代行処理する。

（手統き等にかかる費用はすぺて請負者負担とする）

放流水質の測定表を提出する。

工事完成引渡後6ヶ月間は請負者が維持管理し、 7条検査を実施する。

6L-

さ I 2. ケーシンゲ材料 I . FR p製

m 

・鋼管

特

＜ 
井 |3. iりリーンの位置 I GL- m~ m 

: 14. 連続揚水試験 1 ・ 要(• 24時間 • 8時間）

・行う

記 事

・不要

項

0 11. 配管材料 1)送水管

2) 散水管

融
雪 12. ノズル・ドレンI材質は

設
備 |3．弁類 ・図示による

とし、形式は図示による。

・図面に特記なき場合の耐圧はJIS又はJV5Kとする。

4．管の埋設深さ 1 埋設深さは原則として、一般敷地は(• 30cm 

とする。

cm)、構内道路は(・60cm 

（別表ー 1)他工事との取り合い

工 事 内 容 機械設備 電気設備 建築工事 備 考

スリーブ・型枠 ． 
開 はり ・床・壁の貫通部

補強筋 ． 建築図面に図示
(RC造）

ロ 穴埋め ． 
部

天井・壁の切り込み
切り込み ． 
下地補強 ． 建築図面に図示

外部取付ガラリ（ダクドチャンバの接続用フランジを含む） ． 建築図面に図示
換気扇の取付枠（銅枠） ． 
床下水槽のマンホール蓋 ． 
ステンレス流し台（排水トラッブ共） ． 
湯沸室の排気フー ド ． 
床、天井、壁の点検口 ． 
油サービスタンクの防油堤 ． 
ブロパンボンベ庫（鋼板製は除く） ． 
下流し、足洗い場、玄関の排水 ． 
小便器の仕切板（陶器製） ． 
洗面所．手洗所等の銑、 9オル掛け（下地共）、はめ込型洗面器用りりン,- ． 特殊なものは建築
実験台（陶器製流し、化学水栓、ガス栓、コンセント共付属品を含む） ． 
実験台への配管及び配管接統 ． 
ボイラーの煙突、エレベーター乗り場、三方枠 ． 鋼板製は機械設備
身腟者用手すり（便所、浴室等） ． 
機 屋内設備 ． 
器 屋上設備（架台、アンカーボルトを除く） ． 
の 屋外設備 ． 
基 架台、アンカーポルト ． 
礎 特記した基礎

電 機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共） ． 
気 機器付属の制御盤への電源供給配笞配線 ． 
配 制御盤と動力盤との電源供給及び操作回路の渡り配管配線 ． 
管 機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線 ． 
配 防火戸、防煙ダンパ用制御盤の一次側配管配線 ． 
線 小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線 ． 

cm) I （注） 鉄骨部分のスリーブ・補強は建築工事

芦11．機器の寸法
房

機 |2. 燃焼機器
器
設

備 13.機器の固定

4. システム

,.配管材料

゜

参考寸法とする。

使用ガス（ ．都市ガス ・液化石油ガス ・天然ガス）

標準仕様書によるほか、次の機器は固定する。 （ ． 

ドライシステム

ガ

ス

設

2. 充填容器

3. 集合装置 I標準図「液化石油ガス容器廻り配管要領」による。 （ ）本組。

4.転倒防止等

5. メーター

6.ガス漏れ警報器

備 17．漏洩検知装置

8.電気防食

都市ガス ガス事業者の供給規定による。

液化石油ガス 1)屋内 ・配管用炭素鋼鋼管（白）

2)地中埋設 ・ポリエチレン被覆鋼管 (2層管） （PLP) 

3)屋外露出 ．塩化ビニル被覆鋼笞（PLV) ・配管用炭素鋼鋼管（白）

4) ピット内 ・ポリエチレン被覆鋼管 (1層管） （PLS) 

別途（• 50Kg • 20Kg • 10Kg ) x 本

・標準図の（・ (a) 

・親メ ーター（・貸与品

本工事（図示による）

外部警報端子（・無

・要 ・不要

・要 ・不要

(b))による。

・別途工事

有）

） ・子メ ーター（・ 買取

9.建物導入部配管 I. 標準図（・ (a) • (b) • (c))による。

10地中埋設標 11) 地中埋設標 ・要（コンクリート製 箇所、鉄製 箇所） ・不要

2) 埋設表示テープ（倍折金属箔付） ・要 ・不要

● I 2. 保温材

撤 I4. 冷媒（J砂類）
の回収

去

工

に撤去内容 IC)図示による。

保温材は、配管 ・ダクトより分離する。

3. 支持金物等 Iダクト及び配管等の支持金物 ・吊りポルト等は本工事にて撤去する。

事 15 発生材の処理

等

フロン類を使用している機器の処理は下記による。

1) 関係法令

•特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律

（フロン回収破壊法）

•特定家庭用機器再商品化法（京電 リサイクル法）

2) 業務用冷凍空詞機器等（エアコンディショナー、冷蔵機器、冷凍機器等）で「フロン回収

破壊法」の対象となっている機器

「第一種フロン類回収業者登縁通知書」の写しを提出

「フロン類回収証明書」を提出

3)家庭用のエアコン等で「家電 リサイクル法」の対象となっている機器

「特定家庭用機器廃棄物管理表」の写しを提出

引渡しを要するものは指定された場所に整理のうえ．調書を添えて監督員に引き渡す。

〇なし • あり（．
特別菅理産業廃棄物

〇なし • あり(.
産業廃棄物•特別管理産業廃棄物の処理については関係法令に従い処理し 、 マニフェスト

E表の写しを監督員に提出する。

再生資源化を図るもの

〇なし •あり（．

（別表ー2) 配管（バンド）塗装色標準

色バンド（機械室等で 2本以上の配管が並ぷ所）
室内露出配管塗装色

配菅区分 マンセル記号 日本塗装工業会

給水管 SGB/2 R9-631 原則として壁面に合わす

排水笞 N/9 Rl-1031 ff 

給潟管 7.5R8 5/4 R6-148 ” 
ガス管 25Y8/12 R35-308 ” 
消化栓管 7 5R4/13 R38-163 ” 
”.,}ンりテ配管 10R5 5/14 5 R38-134 ” 
連結送水管 7 5R4/13 R38-163 II 

二酸化炭素配管 7.5R4/13 R38-163 ” 
泡消火管 7 5R4/13 R38-163 II 

冷温水管 2. 5P5/5 R19-937 “ 
温水管 7R7/7 R29-151 II 

冷却水管 585/7 R13-741 ” 
冷水管 10B6/7 R19-737 ” 
ドレン笞 5PB4/6. 5 R23-806 II 

油配管 7 5YR5/6 R21-214 ” 
蒸気管 7 5R3/6 R27-143 7 5R3/6 (R27-143) 

[ 噂）罷子建鶉翡墨剛
石川県凰至郡能祁町字字出津新 1字176看地2

ー級建築士事務所 石川県知事登録13118号

ー級建築士 大臣登録232225号三宅隆太郎

TEL 0768-62-0616 FAX 0768-62-1052 

鬱考 設計●号 設計年月● I工事名専

平成 18年 3月 I 能登町立しらさぎ保育所大規模修繕工事
所長 担当 慶罠l .反 |.,面名専
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型式仕様 徴出 伯考 機裕名称 型式仕様 敷 址

、.l 定格出力 186" (160,000kul/h) 低圧 10• 水ii!! I 1 新 設 8 ファンコンペクター 天井梗込型嗅厨髭力(50dor)9, IOOk,.]/h以上 2 
···· ······································································· ········•········•········ ······ · -- ··· ·•··· ········· ·················· ··············································~··························· ··· 
¥tれぷ-9 灯油焚 24.31/h 3 9 200V o. 3999 吹出 n、吸込口 9“'一共

••••• •• ···············l ·\e·.;it!f1i;;\;~iiiii"ii.i;;·•·······························-t-····t·········. 
．自懃操作槃水応JI!度計付 , I • 床匠鴛出前吹型 1 新 設

ll!水lil日ポンプ 盆汀 60AX2401/• i nX 6•X 0. 75k• I 氏存のまま ----------------— 畷尻釦力 (50ぶ．） 2 ， 300 k c•サ贔エ ―-- ------- -----_|_ ______1_ - --------' 
オイルタンク X99VX 呑租 1057L l/<益951.3L 945● X1530L I 新 設 1 01 • 床匠露出前 吹型
.................................... ·· ··········• ········ ··· ··· ·· ····························· ······ ··············· ··•··..... . ....... .. ... .. .............. ... ......................................................................... 
（地上横型） 染台 989ぶ防油坦（別lil拿煎J 隣房能力 (50de9) 5,000kc • I/h以上

· ·· • ·· -、··· ·· · · · · . .... ·······•······················~···· ··································· ... .......................... .. ............. 
X99以製 ぶぷ雙 mt951.3L 946●X1630L 1 1 • 床匠鴛出前吹型

500x 300X 500h鋼板製ぐ 3.2 60]入 1 既存のまま 咬房能力 (60dc•) 8, 860kca]/h以上

内釦•-"塗り 2回 9· ―’’’\5A 染 台 6001l L4 X 5 1 2 エ7hーが,,,臼J ^•,9ヅ 型ば因能力 20 , 330kca]/h以上 ！ 1 1 新
···················· ······· • ..... ・・ •••••• ··························• ············· ••• •• •• ••••••• ••• •· ······•·················· -- ····· • ••••••••••• •• • •••••••• ••• • • • • •••••••• ••• • ••••• ····· ····················· ··· ······・・··· ·· ····················· • · •••• ••• 

ファンコンペクター 天井哩込型瞬仄箆力 (50deg) 3, 0kcal/h以上 1 新 設 瓜址 68• 置 1• i n 送 風 機 0 . 75k,(3●X 200V) 松作盤付

吹出 口、吸込 口9イ99一共 I 3 幼児用ながし SX218 SX218F2 T136ASX3 T4AUX2 TL340C411 I 2 I新
．．．． ． ．．． ． ー・ •・ ・ ・ • ・ • •ー・・·・ ・ ・ ・ • ・ • ・ • ---------------------・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • -----.............. .... ........ ....... --------・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ • • • ・ --------...... .................... ・ • ・ • • ----・ • ・ • ・ • ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ • ・ ・ • ----

‘‘‘TK  18S TL51 0ER92 T89330R 
‘~  

．幼児 nlながし SK21 8 S9218FI T136ASX3 T4AUX2 TL340011 1 新
ー、ー、ミ・・ ・ • ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • • ̀  • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •• • -------• • • ---------------........ • • • • • 

-- TK 18S TL51 0ER置2T893309 

‘`‘ 

; 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

¥¥― 

: 

ぎ

O
N
.
L
 

o
u
.
c
 

オイルりンク防油堤詳細図

Cl4 2 5匿掛け便器に取存え

/’ 
‘ヽ

／
 
9
/
’
 

／
 
/’ 
／
 

／
 

／
 

./’ 

．／ 

／
 ．／ 
9
/
 
9
/
’
 

/‘ 
/’ 

/‘ 
/’ 
/‘ 
／
 9
/
 9
/
 

「
o
c
c

｀ 
噌）罷子姻節耶覆齋

,'川 lua千郡能祁 9rrCi'11119新］字 176各地 2

一
新

偏 考

；

i

蝙巧 設計甚サ・

1/100 

4 1新設
•••••• • • • • • • •• • •• • •• •••••••••••••• 

新 設

設

所k 91当

工事名寄

／ 

能登町立しらさぎ保育所大規模雇搭工事

咋名壽

既設配管図・機器リスト ん澤図）

M-5  

＼
 

／
 

21



r
 

l 
＼
 ＼
 

l 4, 9 9 l. 9 

'・"' 9,"“ 

4 0, 900 

9, 90 0 '・... 

／／／ー

9, 990 2, 700 

/------

ー／

/ 

／ 
/‘ 
/― 

/・ 

/ 

ー／

//r  

ー／
／ 

／ 
／ 

ブール棟

! 

2, • oo 

一戸―
‘‘“ 

,., .. 
'・"' l, 900 ン

回叫

口

乳児奎

ホール

3 ,----------
: t' 
="  -―-
区l

職凸室 ．

，
 

/ /  
・/ 
／ 

ー
-/'“ 

5, 930 

9, 9 90 

・上9'91証ox350

’’’"・-l. no x 900 x H990 
V 9 750x950 

"J99 900x300 

9A 9. 91 909X 200 

立上 り下"'●●X900

＼ 
＼． 

9

)

.

 

＼

／

 

＼

／

 

＼

／

 

＼

／

 

＼

／

 

＼

．／． 

＼
 

＼

／

 

＼
 

＼
 

＼
 
¥
 

＼
 

＼
 

＼
 

A
 ／

、

／
 ／
 ／
 ／
 ／
 プ・

／
／

0

0

9

.

C

0

0

"

L

O

0

9

'

£

／
 ／
 

〈
[

V

／
 ／
 ／
 ／
 ./
 

g 

‘̀’’ 
円

口
R陪

｀ 
噂）罷子建競耶葛齋

石川 lua士郡能祁 9[er了出沖新］字176各地2 T E L 

9
t
-
―
 

J

a
'

9
9
9

9

9
9

9
9

9

9

9
9

9
,

'

 

'

'
"

―

―
 

'

.ー

・

＿

入

＿

物

g
＿一

心む。0以上
ヽ

’ 
／ 

保打宣

(9オ見）

9,  

／ 

機為及び配¥'!の徽去を 示す ／／＇／ 

/ 
,--・ ／ 

/I 
／ 
／ 

/ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
/ 

ー級建築士ぶ務所I•石川県知事登録 13118号
ー級建築土 交滓登録 232225号 三宅隆太郎

0768-62-0616 "'0768-62-1952 

注記

X 
＼
 ．．
 
¥
 

¥
 

記弧タンク

--
7 1 :・ァン コンベクター
・- - ----

保行杢

"オ兒）

"” 二 型式仕様

1 I ~水ポイラ ］五ロコこIh 低 圧 10 •水頑 9伍—t-
ぼ油焚2'.41/h 3● 200V o. 7 99 全自動採作盤

........... \ • ---.................................. -・ • -................................ 
布ll1度計付

｀ヽ： 91. 90A X 2401 /•i o x 6 • X 0 、 75k•
ぷ＼1●InX 3k • Ic • 2 X 0. 2k• 

＂式］沌 0L ilJ抜敗リ砂埋め マ9ホー9年 999ート打設
己＜板製n3.280]入

＇：：塁ご，。：：富こ芦 1 1 
，，，部エ9・心り 2回，．ー” '1.2、さ:OOII L4 X 9 

天井迎込型哄氏能力 190deg) 3, 800kcいぐ£し上
-・ --........ ..... ・・・・---・ ・・・・・・----・・ -・-----

吹り1口、吸込 口1イり9一共

8]竺 ／ベクク-l五式込｀ o`dcg)9100kcal/h以上 1 2 l徽俯 ： 

汀／ ii言：：：：：：：：
心＂｝能力 (50deg) 8, 850kc昂1/h以上

万^9ヅ型哄b}能力 20,330kc"1/h以上 1 l l檄
•• • • • ••••••••••••••••• •••• •••• •• • • ••••••• ••• •••• ・・・・・..•• ● • •••••••••••• • •• 
瓜蚊 68• • 1• i n 送瓜機 o. 75k,(3●X 200V) 燥作盤付

巳竺．主.ミ.ll12l．．．エ,,・ンド 99 9・ユニ,f

三、‘ヽ
雪＼＿

＼ 

、̀汲9H青サ

行を 崖工長(a)
配腎切断

● 考
警Ill（り所）

ll •永行 20 9 39 24 楓嘉羨合謬

• 96 47 ， 纏塁肇合●

. " 99 ， ... 29 ， ... 54 ， 

：＿ 天井胃体賣m 5 I Om角U度

,.,iIi 既存まま

仕切●更誓((l去、衝重品に取賛え）9Xト

三 量1・ 考

微去

徽

．

4

~ 

檄

去

去

去

＼
 
¥
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼
 

¥
¥
]
 

3 

円

ャ,,.,,ーニ99・及び9仁⇒9.999

芝l~• 

d 

/’ 

．．
 
／． 

/’ 

／
 

／
 

/’ 
／
 
/’ 
/’ 
／
 
／
 

‘
/
 
.
/
 
/’ 
‘/’ 

/’ 
/’ 

/‘ 
／
 
／． /~ 

傭巧

所に 担当

1/100 

エ99,'曹
／ 

能登町立しらさぎ保育所大規模修紹工事

叩,,,,

既設配管函 ・機器リスト ¢紐）

百

M-6  

＇＼ ／
 可

22


